
 

 

 

 

 

 

 

 

箇 所 内 容 

調査箇所① マツ補植箇所（補植マツ間伐検討箇所） 

調査箇所② 天橋立神社周辺（広葉樹一次伐採実施箇所、補植マツ間伐検討箇所） 

調査箇所③ コドラート Q8 付近（腐植層除去実施箇所、マツ間伐実施箇所） 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査箇所① 

調査箇所② 

調査箇所③ 

令和５年度 

第１回天橋立公園松並木景観保全委員会 現地調査資料 



   

 

調査箇所① マツ補植箇所（補植マツ間伐検討箇所） 

 

【会議資料抜粋】 

【会議資料抜粋】 

• 広葉樹伐採により光環境が向上し、「良好な松林」（Q4）よりも
明るい環境である。

• マツの衰退度（健全度）に変化は見られない。

Ｑ５：腐植層除去とマツの補植実施箇所を含む
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調査箇所② 天橋立神社周辺（広葉樹一次伐採実施箇所、補植マツ間伐検討箇所） 

【会議資料抜粋】 



 

【会議資料抜粋】 

調査箇所③ コドラートQ8付近（腐植層除去実施箇所、マツ間伐実施箇所） 

• A-Ⅶエリアでは、2019(令和元)年と2020(令和2)年に腐植層除去を行い、マツ苗を補植
• その他、広葉樹伐採で大きな空間が生じた箇所（右図①〜④）でも、腐植層除去とマツ苗の

補植を実施
• 2022(令和4)年に小天橋において腐植層（t=5〜10cm,約3,000m2）の除去を実施

【会議資料抜粋】 

• 大天橋では、枯損木を中心に154本のマツを伐採
• 小天橋では、697本のマツを間伐


